弁護士　弁理士　石角完爾のファイルから

　今中国のチベット寄りの奥地に来ているが、そこで中国の友人から面白いことを聞いた。

　中国では「上に政策あらば下に対策あり。」という。

「どういうことか？」と質問すると、中国では昔から上が決めた政策を下の国民達がかいくぐる対策を考えるというのだ。それが中国の歴史であるというのである。

ちなみに今の一人っ子政策もそうである。二人目を産むと年収の６倍の罰金が課される。ところがである。その友人を含めその友人の仲間達ほとんど全員が２人、３人を産んでいると言うのである。「年収の６倍もの罰金を課されて大丈夫ですか？」と聞くと彼は答えた。「上に一人っ子政策あらば、下にはそれをかいくぐる対策ありだよ。」と言ってニヤリとした。

具体的には書けないが話を聞いてみて「なるほど」とその対策の凄さに感嘆した。

こういう感覚を持った中国人達が今世界半分のリーダーである。西と東とに分けるならば、東のリーダーである。

しかも「上に政策あれば、それらを他国に押し付ける」アメリカとは切っても切れない関係にある日本。

一方日本人は何でもお上（おかみ）に頼る。

「何でも政府に頼る日本人あらば、国債乱発の政府あり」

である。これを昔から

「親方日の丸」

という。今は

「親方乱発国債」

という。

中国人は国にものを頼らない。自分のことは自分で打開する。この点はユダヤ人と中国人は似ている。

我々日本人はこういう感覚を持った中国人と場所的にも極めて近い関係にあるから付き合わざるを得ない。

日本は非常に難しい国際政治力学の接点にいると見た。

以上
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　私の書いた「日本人の知らないユダヤ人」（小学館）及び「天才頭脳のつくり方」（朝日新聞）そして「真のエリートをはぐくむ教育力」（PHP）のAmazon.comでの順位がどんどんと上がって来ました。特に「日本人の知らないユダヤ人」は中近東分野の書籍で第３位にランクされました。
